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はちまんたろう よしいえ だい げんじ たいしょう 

八幡 太 郎義家 から 三代め の 源氏の 大将 を 

ろくじょう ほうがん ためよし ためよし 

六条 判官 為義 といい ました。 為義 はたい そうな 

子福者で、 男の子 供 だけで も 十四 五 人 も ありました。 

そのうちで 一番 上のに いさんの 義朝 は、 頼 朝ゃ義 経の 

おとうさんに 当たる 人で、 なかなか 強い 大将でした 

けれど、 それよりも もっと 強い、 それ こそ 先祖の 

はちまんたろう ま つよ たいしょう 

八幡 太郎に 負けない ほどの 強い 大将と いうの は、 八 

なん ちんせい はちろう ためとも 

男の 鎮西 八郎 為朝でした。 

ためとも ちんせい はちろう 

なぜ 為朝 を鎮 西八郎 という かとい いますと、 それ は 



ためとも こども 

こういう わけです。 いったい この 為朝 は 子供のう ちか 

きょうだ い ひと リ からだ 

ら ほかの 兄弟た ちと は 一人ち がって、 体 もずつ と大 

ちから つよ ゆうき よ なに 

きいし、 力が 強く つて、 勇気が あって、 世の中に 何 一 

つ こわい という ものの ない 少年でした。 それに 生ま 

ゆみ い じょうず 

れっき 弓 を 射る ことが たいそう 上手で、 それ こそ 

はちまんたろう う 

八幡 太郎の 生まれ かわり だとい われる ほどでした。 そ 

はちまんたろう ゆみ めいじん ひとな 

れ どころ か、 八幡 太郎は 弓の 名人でした けれど、 人並 

つよ ゆみ ひ 

みとち がった 強い 弓 を 引く という ことはなかった ので 

ためとも せいたか しゃく ちからつ よ 

すが、 為朝 は 背の 高さが 七 尺 もあって、 力の 強い 上 

うで ひとな なが ひだ リ みぎ 

に、 腕が 人並みより 長く、 とりわけ 左 の 手が 右の 手よ 

す.，？ なが な ばい つよ 

り 四寸も 長かった ものです から、 並みの 二倍 も ある 強 



ゆみ ばい なが や ひ 

い 弓に、 二倍 も ある 長い 矢 をつ がえ て は 引いた のです _ 

ためとも いやな や 

ですから 為朝の 射る 矢 は、 並みの 人の 矢が やっと 一 

ちょう ちょうはし ちょう ちょう さき と 

町 か 二 町 走る ところ を 五 町 も 六 町 の 先まで 飛んで 

い や てき にん にんて お 

行き、 ただ 一 矢で 敵の 三人 や 四 人手 負わせな いこと は 

ない くらいでした。 

こども とき つよ 

こんな ふうです から、 子供の 時から 強く つて、 けん 

きょうだい ま 

か をしても、 ほかの 兄弟た ち は みんな 負かされ てし 

きょうだい ためとも はんぶん 

まいました。 兄弟た ち は 為朝が 半分 はこ わい し、 

，分 はにくら しがって、 何 かにつ けて はおとう さんの 

ためよし ところ はちろう 

為義の 所 へ 行って は、 八郎 がいけ ない、 いけない とい 

ためよし たびたび ためとも 

う ものです から、 為義もう る さがって、 度々 為朝 をし 



Ifk ヽ ゝ o 一 

る レカ 」 

しろ た ためとも 

といい いい、 てんでん のお 城に 立て こもって、 為朝 

せき ふま 

が 攻めて 来たら、 あべ こべ にたた き 伏せて やろうと 待 

ちかまえ ていました。 

ためとも き わら 

為朝 は 聞く と 笑って、 

きゅうしゅう こだいみ よう 

「はッ は。 たかが 九 州の 小 大名の くせに、 ばかな や 

つら だ。 いったい おれ を 何 だと 思って いるの だろう。 

こども げんじ ほんけ なん 

子供 だって、 りっぱな 源氏の 本家の 八 男 じ やない かご 

こういって、 すぐ 阿蘇 忠国を 案内 者に して、 わずか 

みかた へい つ きゅうしゅう しろ しろ かた 

な 味方の 兵 を 連れた なり、 九州の 城と いう 城 を片っ 

ある とし はる とし 

ぱ しから めぐり 歩いて、 十三の 年の 春から 十五の 年の 



あき おおいく さ なんど ほかち い いくさ 

秋まで、 大戦 だけで も 二十 何度、 その外 小さな 戦 は 

かず せ お しろ かず 

数の しれない ほど やって、 攻め落とした 城の 数 だけで 

なん かしょ ねん すえ 

も 何十 箇所と いうく らいでした。 それで 三年め の 末に 

きゅうしゅう のこ う したが 

はとうとう 九 州 残らず 打ち 従えて、 こんど こそ ほ 

そうつ、， - ほし 

ん とうに 総 追 捕 使に な つ てし まいました。 

ためとも う したが だいみょう 

すると 為朝に 打ち 従えられた 大名た ち は、 うわべ 

こうさん てい み はら 

は 降参した 体に 見せかけながら、 腹の 中で はくやし 

くって くやしく つてな りませんでした。 そこで そっと 

みやこ つか た ためとも きゅうしゅう き 

都に 使い を 立てて、 為朝が 九州に 来て さんざん 

らんぼう はた-. てんし ゆる う 

乱暴 を 働いた こと、 天子 さまのお 許し も 受けないで、 

じぶんかって きゅうしゅう そうつ いほし 

自分勝手に 九 州の 総 追 捕 使に なった ことな ど をく わ 



とちゅう みおく 

ば、 せめて 途中までお 見送りが したいと いって、 いく 

ことわ ことわ 

ら 断っても、 断っても、 どこまでも、 どこまでも、 

けら い 力ず 

ぞろぞろ つ いてく る 家来た ちの 数 は それ は それ はおび 

ためとも ちから つよ 

ただしい ものでした。 為朝 は 力が 強いば かりで なく、 

こうしん どうよう む なさ 

おとうさんに 孝心ぶ かいと 同様、 だれに 向かっても 情 

けぶかい、 "心 の やさしい 人でした から、 三年い るう ち 

おおぜい した きゅうしゅう 

にこん なに 大勢の 人から 慕われて、 ほんとうに 九州 

おう どうよう 

の 王 さま 同様だった のです。 それで だれい うとな く、 

ためとも ちん ぜ いはちろう よ ちん ぜぃ 

為朝の こと を鎮西 八郎と 呼ぶ ようになりました。 鎮西 

にし くに きゅうしゅう いみょう 

というの は 西の 国と いう ことで、 九 州の 異名で ござ 

レます 



さき てんし すと く いん あいだ 

た 先の 天子 さまの 崇徳院 さまとの 間 に 行きち がいが 

てきみ かた わか せんそう 

できて、 敵 味方に 別れて 戦争 をな さろうと いうので し 

ちょうてい ふた は わ しぜん 

た。 朝廷が 二 派に 分かれた ものです から、 自然お そ 

ぶ し なかま ふた は わ 

ばの 武士た ちの 仲間 も 二 派に 分かれました。 そして、 

ごしらかわ てんのう ほう みなもとの よしとも たいらのきよもり 

後白河 天皇 の 方へ は 源義朝 だの 平清盛 だの、 

げんざん みのより まさ なだか たいしょう 

源 三位 頼 政 だのと いう、 そのころ 一ばん 名高い 大将 

たちが 残らずお 味方に 上がりました から、 新院の 方で 

ま つよ たいしょう あつ 

も 負けずに 強い 大将た ち をお 集めになる つもりで、 

まずお とがめ をう けて 押し こめられて いる 

ろくじょう ほうがん ためよし つみ みかた たいしょ うぐん 

六条 判官 為義 の 罪 を ゆるして、 味方の 大将軍 にな さ 

ためよし としょ としょ 

いました。 為義 はもう 七十の 上 を 出た 年寄り 〔# 「年寄 



ためとも み 

為朝 は それ を 見て、 

よわむし へいけ お 

「弱虫の 平家め、 おどかして 追い はらって やれ ご 

おも てき ちか こ 

と 思いまして、 敵が ろくろく 近づいて 来ない うちに 

ゆみ や てき さきて む い 

弓に 矢 を つがえ て 敵の 先手に 向か つ て 射 かけます と、 

や まえ た すす き いとう むな い た 

この 矢が 前に 立って 進んで 来た 伊藤 六の 胸板 をみ ごと 

に孙 ぬいて、 つきぬけた 矢が 後ろに いた 伊藤 五の 鎧，^ 

そで た 

の 袖に 立ちました。 

いとう や きょ もリ ところ 

伊藤 五が おどろいて、 その 矢 をぬ いて 清 盛の 所へ 

もって 行って 見せます と、 並みの 二倍 も ある 太い 篦の 

さき おお きょ もリ 

先に 大の みのよう なや じりが ついていました。 清 盛 は 

^> あ 

それ を 見た ばかりで ふるえ 上が つ て、 



もん や JJ, おお 

「なんでも この 門 を 破れと いう 仰せ をう けた わけで も 

もの ほか もん む 

ない の だから、 そんな らんぼう 者の いない 外の 門に 向 

かう ことにし ようご 

と 勝手な こと をい いながら、 どんどん 逃げ出して 行 

きました。 

よしとも へ いけ か む 

すると こんど はに いさんの 義 朝が 平家の 代わりに 向 

き いこう 

かって 来ました。 にいさん はに いさんだ けの 威光で、 

ためとも おそ い 

いきなり しかりつけて 為朝 を 恐れ入らして やろうと 

おも み よしとも ためとも かお み 

思った と 見えて、 義朝は 為朝の 顔の 見える ところまで 

き こえ 

来ます と、 大きな 声で、 

はちろう む ゆみ 

「そこにい るの は八郎 だな。 にいさんに 向かって 弓 を 



ゆみや な だ こうさん 

ひく やつが あるか。 はやく 弓矢 を 投げ出して 降参し な 

ヽゝ o 一 

I 力 」 

とい いました。 

ためとも わら 

すると 為朝 は 笑って、 

「にいさんに 弓 を ひくの がわる ければ、 おとうさんに 

む ゆみ 

向か つ て 弓 を ひく あなた はもつ とわる いでし ようご 

とやり 込めました。 

よしとも 

これで 義朝 もへ いこうして、 だまって しまいました 

そしてく やし まぎれに、 はげしく 味方に さしず をして 

めちゃめちゃに 矢 を 射 かけさせました。 

ためとも ようす み たいしょう よしとも 

為朝 はこの 様子 を こちらから 見て、 大将の 義朝を 



さえ 射落とせば、 一度に 勝負が ついて しまう の だと 

かんが ゆみや よしとも ほう 

考えました。 そこで 弓に 矢 をつ がえ て、 義 朝の 方に 

ねらい をつ けました。 

あお くびすじ い あつ 

「あの 仰むけ ている 首筋 を 射て やろう か。 だいぶ 厚い 

よろい き むないた い 

鎧 を 着て いるが、 あの 上から 胸板 を 射と おすぐ らい 

さして むずかし くもな さそう だ ご 

ためとも おも や はな 

こう 為朝 は 思いながら、 すぐ 矢 を 放そうと しました 

、、ゝ ヽ -ヽ. ' 1 ゝ 

力 、<7 と 

ま てき 

「いや 待て。 いくら 敵で もに いさん はに いさんだ。 そ 

お- 0> ： 

れ にこうして 父子 わかれわかれにな つていても、 おと 

うさん とに いさんの 間に 内し よの 約束が あって、 ど 



し まねよ わ 

「わし かなん ぞ なら 知らないが、 さぎの ような 羽の 弱 

リ リ とちから 

いもので は、 せいぜい 一里 か 二 里ぐ らいし か 飛ぶ 力 

み 

はない はず だ。 それが ああして 行く ところ を 見る と、 

と； K しま 

きっと こ こから そう 遠くない ところに 島が あるに ちが 

いない ご 

といって、 そのまま 小船に とび 乗って、 さぎの 飛ん 

ぼうがく む 

で 行った 方角に 向か つて どこまで もこい で 行きました。 

にち うみ しま 

その 日 一日 こいで、 海の 上で 日が くれ ましたが、 島 

み よる 

らしい もの は 見つかりません。 夜 はちょう ど 月の いい 

の を 幸 いに、 また どこまで もこ いで 行きます と、 明け 

がた しま かたち み 

方に なって、 やっと 島ら しい ものの 形が 見えました。 



ぱ かさ あおき 

羽ばたば たと 重なり合って 落ちて 来ました。 

しま おおおとこ ゆみや み はじ 

島の 大男 は 弓矢 を 見た の は 初めてな ので、 目 を ま 

るく して 見て いました が、 空 を 飛んで いるものが、 

射落とされ たの を 見て、 舌 をまい てお じお それました 

ためとも かみ うやま 

そして 為朝 を 神 さまの ように 敬 いました。 

ためとも おに しま たい ふね 

為朝 は 鬼 ガ島を 平らげた ついでに、 ずんずん 船 を こ 

い ず しまじま のこ じぶん リ ようぶん 

ぎす すめて、 やがて 伊豆の 島々 を 残らず 自分の 領分 

おに しま おおおとこ ひと リ 

にして しまいました。 そして 鬼ガ 島から 大男 を 一人 

おおしま かえ き 

つれて、 大 島へ 帰って来ました。 

おおしま もの ためとも こぶね の いま 

大 島の 者 は、 為朝が 小船に 乗って 出た なり 未だに 

■PI えこ おも 

帰って来な いので、 どうした のかと 思って いますと、 



おこす かもしれ ません とい つて 訴 えました。 

てんし い ず こくし 

天子 さま はたい そうお おどろき になり、 伊豆の 国司 

かの のす けしげ みつ へい 

の 狩 野 介 茂 光と いう ものに たくさんの 兵 をつ けて、 二 

よそう ふね おおしま せ 

十 余艘の 船で 大島 をお 攻めさせに なりました。 

ためとも きし てき ほ み 

為朝 は 岸の 上から はるかに 敵の 船の 帆 かげ を 見る と、 

あざ笑いながら、 

ひさ うで 

「久しぶりで 腕 だめし をす るか ご 

れい つよ ゆみ なが や さき 

といって、 例の 強い 弓に 長い 矢 をつ がえ て、 まつ 先 

すす ふね どう ばら や いこ 

に 進んだ 大きな 船の 胴 腹 をめ がけて 矢 を 射 込みました。 

-ゃね おお あ. K へ、 - Q 

すると 船 はみ ごとに 大穴が あいて、 たくさんの 兵 を 乗 

せた まま、 ぶくぶくと 海の 中に 沈んで しまいました。 



てき うみ みだ さわ 

敵 は あわてて 海の 中で しどろ もどろ に 乱れて 騒ぎ はじ 

めました。 

ためとも や 

為朝 は つづ いて 二 の 矢 をつ がえ ようとし ましたが、 

ふね しず おお てきへ い 

船 を 沈められた 大ぜ いの 敵 兵が、 おぼれまい として 水 

ようす み 

の 中で あつぶ、 あつ ぷも がいている 様子 を 見る と、 ふ 

とかわい そうにな つ て、 

ためとも う き 

「かれら はいい つけられて 為朝 を 討ちに 来たと いう だ 

うら もの 

けで、 もとより おれに は あだ も 恨み もない 者 ども だ。 

、つち ) つ 

そんな ものの 命 を この 上む だに とる に は 忍びない。 

てき しリぞ ちょうてき 

それにい つたん こうして 敵 を 退けた ところで、 朝敵 

になって い つまで も 手向かいが しつづけられる もので 
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